
　

皆
さ
ん
の
院
や
職
場
、
ご
家

庭
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（COVID-19

）
の
影
響
は
如
何
で

し
ょ
う
か
？
皆
様
の
ご
家
族
や
お
知

り
合
い
の
方
で
罹
患
さ
れ
た
り
、
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
は
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
？
厚
く
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
わ
た
く
し
も
大
切
な

友
人
を
亡
く
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（COVID-19

）
は
今
ま
で
の
歴
史

に
な
い
稀
有
な
出
来
事
に
な
る
で

し
ょ
う
。
ど
ん
な
災
害
も
、
か
つ
て

あ
っ
た
戦
争
さ
え
も
全
世
界
規
模
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の

COVID-19

は
世
界
中
の
国
で
、
し

か
も
同
時
期
に
伝
搬
し
多
く
の
罹
患

者
を
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
規

模
で
社
会
経
済
活
動
全
体
に
影
響
を

与
え
た
こ
と
は
今
ま
で
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
世
界
全
体

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
一
時
と
は
言
え
昨
対
の

三
五
％
ダ
ウ
ン
と
い
う
の
は
か
つ
て

な
い
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
の
院
や
職

場
に
お
い
て
も
、
患
者
減
や
お
客
様

の
減
少
で
困
ら
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
。
廃
業
の
話
も
最
近
よ

く
聞
き
ま
す
。
し
か
も
治
療
法
や
ワ

ク
チ
ン
開
発
も
ま
だ
途
上
で
す
。
現

在
の
第
二
波
の
み
な
ら
ず
こ
こ
数
年

の
影
響
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
中
、
私
た
ち
の
や
る
べ
き

こ
と
は
し
っ
か
り
予
防
対
策
を
し
た

医
療
活
動
で
す
。換
気
・
検
温
・
消
毒
・

三
密
防
止
を
行
っ
た
う
え
で
、
患
者

さ
ん
の
診
療
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と

に
つ
き
ま
す
。

　

数
年
前
、
私
の
会
社
が
経
営
し
て

い
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
、
整
骨
院
の
治

療
の
有
効
性
を
数
値
化
し
よ
う
と
、

ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
（
Ｎ
Ｋ
）
細
胞

の
活
性
化
率
を
盛
ん
に
調
べ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
施
術
前
と
施
術
後

の
活
性
化
率
の
差
に
は
大
き
な
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
施
術
方
法
や
手
技

の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
平
均
値
で

施
術
前
活
性
化
率
が
二
五
（
測
定
：

51Cr

遊
離
法　

P

〈0.05

〉）
施
術

後
活
性
化
率
四
〇
と
い
う
デ
ー
タ
ー

を
残
し
て
い
ま
す
。
活
性
化
率
が

一
六
〇
％
も
上
が
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
他
の
色
々
な
健

康
法
で
は
な
し
え
な
い
数
字
で
し

た
。
ご
存
じ
の
通
り
、
Ｎ
Ｋ
細
胞
が

活
性
化
す
る
と
抗
ウ
イ
ル
ス
作
用
や
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抗
腫
瘍
作
用
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
自
己
免
疫
機
能
が
上
が
る
こ

と
を
意
味
す
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
東
洋
医
学
や
伝
統
医
学

に
は
大
き
な
力
の
可
能
性
を
持
っ
て

い
ま
す
。
気
血
の
流
れ
を
整
え
る
、

健
康
姿
勢
を
創
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

痛
み
や
不
調
を
取
り
去
り
、
運
動
機

能
や
生
理
活
動
を
促
進
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
働
き
を
持
つ
私
た
ち
の
医

療
は
あ
る
意
味
万
病
に
効
果
が
あ
る

素
晴
ら
し
い
医
療
と
い
え
る
の
で

す
。
こ
の
不
確
定
な
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ

ナ
の
時
代
。
し
っ
か
り
と
し
た
コ
ロ

ナ
予
防
策
を
行
い
、
自
信
を
も
っ
て

患
者
さ
ん
の
施
術
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
免
疫

を
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
医
療
に

貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ

こ
そ
が
今
こ
の
時
代
に
お
け
る
私
た

ち
の
医
療
家
と
し
て
の
役
割
な
の
で

す
。

呉
竹
会
　
会
長
　
近
　
藤
　
昌
　
之

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ

新型コロナウイルス感染防止・
感染拡大防止への取り組みについて

新型コロナウイルス感染拡大による計り知れない影響

　本校では、安全対策委員会を設置し「感染防止対策マニュアル」を作成致しま
した。その内容に基づいて学生の皆様や教職員を含む全ての関係者の方々に手指
消毒やマスク着用のご協力をいただいております。また校内の環境清拭などを十
分行い、安心した学校生活が送れるように感染予防・感染拡大防止のための対策
を次のように講じております。

【１．感染予防のために】
①�手洗い、手指消毒、咳エチケット（マスク着用）などの標準予防策を徹底して
います。
②施設内の清拭は、感染防止対策マニュアルに従い十分に行っています。
③�学内環境において、人数制限や相互の距離制限を徹底し密集・密接を避けてい
ます。
④�空調による換気運転と、ドアや窓の開放による定期的な換気を行い、密閉を避
けています。

【２．感染拡大防止のために】
①�学生の皆様や教職員の毎日の検温実施・健康管理・行動記録を実施しています。
②�疑似症状、濃厚接触者、感染などの速やかな対応に備え、いつでも学校に報告
ができる環境を作っています。
③�厚生労働省公式新型コロナウイルスアプリ「COCOA」の活用を推奨しています。

【日々の行動について】
　間違った情報や偏った情報が発信されないよう、学校からの一元化した情報発
信以外に情報の拡散はしないようにお願いしています。

令和２年８月
東京医療専門学校
新型コロナウイルス感染症安全対策委員会

　このたびの新型コロナウイルス感染症に罹患された方や感
染拡大により生活に影響を受けられた方に、心よりお見舞い
を申し上げます。
　新型コロナウイルスの感染拡大は、今も学校にも大きな影
響を与えています。新年度が始まり学内が華やぐこの時期に、
学生たちの明るい声を聞くことができないという異例の状態
が続きました。
　ほとんどの授業がリモートになるなど、日々刻々と変わる
状況に教職員は悪戦苦闘しながら対応しています。
　例年、５月には「体育大会」を開催しておりましたが今年
は中止を決定。８月の「日中交流上海中医薬大学短期留学」
も中止となり、春から夏にかけての学校行事全てに新型コロ
ナウイルスの影響が及んでいます。
　10 月に呉竹会が主催する「呉竹祭」は、在校生のみなら

ず母校に集う卒業生にとっても楽しい一時が過ごせる貴重な
学園祭です。しかしながら、今年は新型コロナウイルスの影
響を受け、呉竹祭始まって以来初の中止となりました。
　また、学術研究の発表の場として始まった「呉竹医学会学
術大会」も、「呉竹祭」同様に中止の決定が下されました。
　新しい時代「令和」の幕開けで在校生・卒業生・教職員が
一丸となり、新しい学校の未来をつくり上げようと希望に満
ちあふれていましたが、コロナ禍による計り知れない影響を
受け、出鼻をくじかれる結果になってしまいました。
　学校行事も新しいスタイルに姿を変えなければならないの
か、今後の動向を熟慮し在校生・卒業生・教職員の考えを聞
きながら方向性を検討していきたいと考えています。
　一刻も早く元の日常が戻ることを切に願うばかりです。

体育大会 中国研修

く
れ
た
け
だ
よ
り

く
れ
た
け
だ
よ
り
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１．会員名簿の整備
２．呉竹会基金の募集
３．全国組織網の拡充
　（イ）未組織支部の拡充
　�（ロ）発足支部会の活動援助

（10支部）
４．「くれたけだより」の発行
　　2020年５月　第49号　7,500部
　　2020年10月　第50号　7,500部
５．呉竹祭の開催
　　2020年10月４日（中止）
６．呉竹医学会への協賛
　　2020年10月16日
　　�（呉竹鍼灸柔整専門学校）
（中止）

７．鍼灸マッサージ教員養成科
　　卒業論文の贈呈
　　2021年３月　75部
８．功労者　表彰（中止）
９．2020年度　東京医療専門学校
　　卒業式　呉竹会賞　表彰
　　（日程未定）

１．会員名簿の整備
２．呉竹会基金の募集
３．全国組織網の拡充
　　（イ）未組織支部の拡充
　　�（ロ）発足支部会の活動援助

（10支部）
４．「くれたけだより」の発行
　　2019年５月　第47号　7,500部
　　2019年10月　第48号　7,500部
５．呉竹祭の開催
　　2019年10月19日
６．呉竹医学会への協賛
　　�2019年10月18日（呉竹医療専
門学校）

７．鍼灸マッサージ教員養成科
　　卒業論文の贈呈
　　2020年３月　75部
８．功労者　表彰
　　2019年５月26日
　　　呉竹祭
　　　実行委員長・副委員　３名
９．2019年度　東京医療専門学校
　　卒業式　呉竹会賞　表彰
　　2019年３月18日
　　　鍼灸マッサージ科　３名
　　　鍼灸科　　　　　　２名
　　　柔道整復科　　　　３名
　　　鍼灸マッサージ教員養成科　１名

2019年度　事業報告 2020年度　事業計画

2020年度　予　　　算
（2020年４月１日〜 2021年３月31日）

収入の部 （単位：円）
費　　　　　目 2019年度決算 2020年度予算 備　　　　　　考

１．前 期 繰 越 金 1,006,904 3,338,344
２．100周年記念準備金取崩 1,000,000 0
３．会 費 5,550,000 5,220,000 新会員＠30,000×174名
４．預 金 利 子 90 1,000
５．補 助 金 500,000 500,000
６．雑 収 入 982,440 800,000 くれたけだより広告掲載料・維持会費等
収　入　合　計 9,039,434 9,859,344

支出の部
費　　　　　目 2019年度決算 2020年度予算 備　　　　　　考

１．運 営 費 3,563,262 3,350,000
　⑴人 件 費 47,520 50,000
　⑵一 般 経 費 3,515,742 3,300,000
　　　什 器 備 品 費 0
　　　機 器 保 全 費 0
　　　消 耗 品 費 0
　　　通 信 費 2,288,538 2,100,000「くれたけだより春・秋号」発送・理事会開催通知
　　　交 通 費 421,740 400,000 理事会交通費
　　　印 刷 費 805,464 800,000「くれたけだより春・秋号」印刷他
　　　会 議 費 0 0
　　　雑 費 0 0
２．活 動 費 2,137,828 2,460,000
　⑴総 会 費 274,316 270,000 総会会場費、特別講演費用（中止）
　⑵理 事 会 費 50,000 50,000
　⑶呉 竹 祭 費 873,962 900,000（中止）
　⑷表 彰 費 59,550 60,000 功労者・呉竹会賞表彰
　⑸学校行事協賛費 60,000 60,000 柔道大会（中止）
　⑹慶 弔 費 0 100,000
　⑺広 報 費 0 0
　⑻学 術 研 究 費 0 0
　⑼支 部 補 助 費 500,000 700,000 支部運営費補助
　⑽支部発足準備費 0 0
　⑾学内同好会補助費 20,000 20,000 ２同好会
　⑿学内研究等補助費 300,000 300,000
３．基 金 組 入 額 0 0
４．特 別 会 計 組 入 額 0 0
　　運 営 活 動 準 備 0 0 期末残高　０万円
　　周年記念事業準備 0 0 期末残高　100万円（見込）
　　予備費／次期繰越 3,338,344 4,049,344

支出合計 9,039,434 9,859,344

2019年度　決 算 報 告 書
（2019年４月１日〜 2020年３月31日）

収入の部 （単位：円）
費　　　　　目 2019年度予算 増減（決算−予算）2019年度決算 備　　　　　考

１．前 期 繰 越 金 1,006,904 0 1,006,904
２．100周年記念準備金取崩 0 1,000,000 1,000,000
３．会 費 5,550,000 0 5,550,000 新会員＠30,000×185名
４．預 金 利 子 1,000 −910 90
５．補 助 金 500,000 0 500,000
６．雑 収 入 800,000 182,440 982,440 くれたけだより広告掲載料・維持会費等
収　入　合　計 7,857,904 1,181,530 9,039,434

支出の部
費　　　　　目 2019年度予算 増減（決算−予算）2019年度決算 備　　　　　考

１．運 営 費 4,050,000 −486,738 3,563,262
　⑴人 件 費 50,000 −2,480 47,520
　⑵一 般 経 費 4,000,000 −484,258 3,515,742
　　　什 器 備 品 費 0 0 0
　　　機 器 保 全 費 0 0 0
　　　消 耗 品 費 0 0 0
　　　通 信 費 2,500,000 −211,462 2,288,538 「くれたけだより春・秋号」発送・理事会開催通知
　　　交 通 費 500,000 −78,260 421,740 理事会交通費
　　　印 刷 費 1,000,000 −194,530 805,464「くれたけだより春・秋号」印刷他
　　　会 議 費 0 0 0
　　　雑 費 0 0 0
２．活 動 費 2,580,000 −442,172 2,137,828
　⑴総 会 費 270,000 4,316 274,316
　⑵理 事 会 費 50,000 0 50,000
　⑶呉 竹 祭 費 1,000,000 −126,038 873,962
　⑷表 彰 費 60,000 −450 59,550 功労者・呉竹会賞表彰
　⑸学校行事協賛費 60,000 0 60,000 柔道大会
　⑹慶 弔 費 100,000 −100,000 0
　⑺広 報 費 0 0 0
　⑻学 術 研 究 費 0 0 0
　⑼支 部 補 助 費 700,000 −200,000 500,000 支部運営費補助
　⑽支部発足準備費 0 0 0
　⑾学内同好会補助費 40,000 −20,000 20,000 同好会補助
　⑿学内研究等補助費 300,000 0 300,000
３．基 金 組 入 額 0 0 0
４．特別会計組入額 0 0 0
　　運 営 活 動 準 備 0 0 0
　　周年記念事業準備 0 0 0 期末残高　250万円
　　予備費／次期繰越 1,227,904 2,110,440 3,338,344
支　出　合　計 7,857,904 1,181,530 9,039,434

上記のとおり報告いたします。
　　　　　　2020年３月31日　　　　　　　　会　長　近藤　昌之�㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副会長　牛込　信喜�㊞

この収支決算は監査の結果適正であることを認めます。
　　　　　　2020年５月15日　　　　　　　　監　事　内山　真喜�㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長尾　雅人�㊞

　
令
和
二
年
五
月
二
十
四
日
（
日
）

に
開
催
予
定
で
あ
り
ま
し
た
「
呉
竹

会
総
会
・
講
演
会
」
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
「
緊
急

２
０
１
９
年
度　

事
業
報
告
・
決
算
報
告
・
会
計
監
査
報
告
並
び
に

２
０
２
０
年
度
事
業
計
画
案
予
算
案
に
つ
い
て

事
態
宣
言
」
発
令
に
よ
り
中
止
と
な

り
、
総
会
の
場
で
審
議
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ず
、
今
年
度
は
呉
竹
会
理

事
及
び
監
査
役
に
よ
っ
て
書
面
に
よ

る
審
議
を
行
い
承
認
を
得
ま
し
た
の

で
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2020年度
卒後臨床研修講座（後期）
の開催を中止します

　５月発刊の「くれたけだより」で前期卒後
臨床研修講座開催中止のお知らせをさせて頂
き、その後の状況を注視してまいりました
が、未だ受講生の方々の安全安心を確保でき
る状態ではないと考え、熟慮の結果、後期の
卒後臨床研修講座の開催を中止させていただ
きます。
　次年度の卒後臨床研修講座につきまして
も、今後の状況を判断し開催可能な状況とな
りましたら、くれたけだよりでお知らせいた
します。
　何卒、諸般の事情をご理解いただけますよ
う、お願いいたします。

基 金 受 入 状 況
（昭和57年４月１日〜 2020年３月31日）　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

年度別 会員よりの受入 呉竹会より 受入合計 利息組入
取崩

呉竹学園 100周年記念
事業募金への寄付金

基金合計人数 金額
前年度繰越金 996 12,498,647 13,514,626 26,013,273 10,355,391 0 36,368,664
2019年度 0 0 0 0 3,286△ 5,000,000△ 4,996,714
計 996 12,498,647 13,514,626 26,013,273 10,358,677△ 5,000,000 31,371,950

くれたけだより　令和２年　秋号第50号　 2令和２年10月１日



　

ス
ー
パ
ー
ト
レ
ー
ナ
ー
コ
ー
ス
は

二
〇
一
九
年
度
に
本
校
に
発
足
し
た

課
外
講
座
で
、
将
来
ト
レ
ー
ナ
ー
を

目
指
す
学
生
や
ア
ス
リ
ー
ト
の
ケ
ア

技
術
を
修
得
し
た
い
学
生
を
対
象
に

昨
年
度
は
全
七
回
開
講
。
様
々
な
競

技
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
や
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
・
ア
ス
リ
ー
ト
に
帯

動
す
る
著
名
な
ト
レ
ー
ナ
ー
や
プ
ロ

経
験
の
あ
る
選
手
か
ら
直
接
指
導
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
、
学
生
に
と
っ

て
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
講
座
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る

山
田
晃
広
先
生
は
、
ス
ペ
イ
ン
一

部
リ
ー
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
チ
ー
フ
ト
レ
ー

ナ
ー
、
な
で
し
こ
リ
ー
グ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ

神
戸
レ
オ
ネ
ッ
サ
チ
ー
フ
ト
レ
ー

ナ
ー
を
歴
任
さ
れ
、
現
在
は
ト
レ
ー

ナ
ー
育
成
企
業
を
経
営
す
る
本
校
の

卒
業
生
。
ま
た
、
講
師
陣
の
多
く
が

本
学
園
の
卒
業
生
で
す
。

　

ス
ー
パ
ー
ト
レ
ー
ナ
ー
コ
ー
ス
は

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
コ
ー
ス
と
ア
ド
バ
ン

ス
コ
ー
ス
で
構
成
さ
れ
、
ア
ド
バ
ン

ス
コ
ー
ス
終
了
後
に
行
う
独
自
の
標

準
技
術
テ
ス
ト
（
Ｐ
Ｓ
Ｔ
）
を
ク
リ

ア
す
る
こ
と
で
、
卒
後
の
ト
レ
ー

ナ
ー
就
職
を
有
利
に
進
め
ら
れ
る
特

典
が
あ
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
現
場
で

ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
の
イ
ン
タ
ー
ン

も
実
施
し
て
お
り
、
学
校
教
育
に
加

え
て
、
分
野
別
教
育
と
卒
後
就
職
が

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
な
っ
た
、
本
校
の
新

た
な
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

受
験
生
へ
の
周
知
も
進
め
て
お
り
、

全
国
か
ら
一
流
ト
レ
ー
ナ
ー
の
卵
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

二
〇
二
〇
年
八
月
十
七
日
、
都
立

東
大
和
高
校
へ
訪
問
し
、
三
十
名
近

く
の
生
徒
の
皆
さ
ん
へ
「
ト
レ
ー

ナ
ー
指
導
～
ア
ス
リ
ー
ト
へ
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ケ
ア
～
」
を
テ
ー

マ
に
実
技
と
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
年
二
月
に
「
ト
レ
ー
ナ
ー
指
導

～
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
～
」
を
行
い

ま
し
た
の
で
、
今
回
は
第
二
回
目
と

な
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
措
置
と
し
て
、
都
立
東
大

和
高
校
の
先
生
方
に
も

御
協
力
し
て
頂
き
、
視

聴
覚
室
の
広
い
ス
ペ
ー

ス
を
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
手
指
消
毒
や
マ

ス
ク
の
着
用
な
ど
の
衛

生
管
理
も
徹
底
し
て
実

施
を
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
内
容
は
、
第

一
回
目
に
引
き
続
き
柔

道
整
復
科
教
員
の
飯
田

（
鍼
灸
按
摩
マ
ッ
サ
ー

ジ
資
格
有
り
）
が
担
当

を
し
ま
し
た
。
柔
軟
性

の
獲
得
（
・
改
善
）
方

法
を
「
西
洋
医
学
ア
プ

ロ
ー
チ
」
と
「
東
洋
医

学
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
両

方
で
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
実
際
に
参
加
者
同
士
で
も
体
験

実
技
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の

後
足
関
節
の
可
動
域
を
改
善
す
る
た

め
の
ケ
ア
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
初
め
て
や
る

動
き
に
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
熱

心
に
耳
を
傾
け
実
技
を
行
っ
た
結

果
、
身
体
の
改
善
や
変
化
が
現
れ
て

い
ま
し
た
。
少
し
難
し
い
内
容
で
し

た
が
、
と
て
も
上
手
に
で
き
て
い
ま

し
た
。

　

後
半
は
「
猛
暑
の
夏
」
に
注
意
が

必
要
な
「
熱
中
症
対
策
～
脱
水
の
危

険
性
～
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
を
行
い

ま
し
た
。
普
段
何
気
な
く
行
っ
て
い

る
水
分
補
給
に
医
療
の
知
識
を
加

え
、
知
っ
て
ほ
し
い
知
識
を
中
心
に

説
明
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
日
か

ら
で
き
る
脱
水
の
サ
イ
ン
や
そ
の
確

認
方
法
、
水
分
摂
取
の
タ
イ
ミ
ン
グ

と
そ
の
量
な
ど
に
つ
い
て
も
説
明

し
、
生
徒
の
皆
さ
ん
は
自
分
の
健
康

と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
の
た
め

に
一
生
懸
命
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
部
活
動
に
役
立
て

て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
か
ぎ
り

で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
も

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
東
大
和
高
校

の
生
徒
の
皆
様
、
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
吉
崎
先
生
、
川
島
先
生
、
誠

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

柔
道
整
復
科
の
活
動
に
つ
い
て
は

継
続
し
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ス
ー
パ
ー
ト
レ
ー
ナ
ー
コ
ー
ス
の
実
施
状
況

ス
ー
パ
ー
ト
レ
ー
ナ
ー
コ
ー
ス
の
実
施
状
況

東大和高校 トレーナーガイダンス

No. 2020年度開催日（予定） 講師 講師経歴 競技

１ ７月27日（月） 山田　晃広　氏 元スペインリーグ、Ｊリーグ、なでし
こリーグトレーナー サッカー

２ ８月24日（月） 翁長　明弘　氏 元プロバスケットボール選手 バスケットボール

３ ９月28日（月） 渡部　　拓　氏 東芝野球部チーフトレーナー、元野球
日本代表トレーナー 野球

４ 10月26日（月） 高山　慈仁　氏 元プロゴルファートレーナー、水戸
ホーリーホックトレーナー ゴルフ

５
11月22日（日）

寺田　庸一　氏 MLBロサンゼルス・エンゼルス専属
マッサージセラピスト 野球

11月23日（月）

６ 12月14日（月） 古川　　茜　氏 空手日本代表トレーナー 空手

７ １月18日（月） 豊増由美子　氏 元ダイハツ陸上部、なでしこリーグト
レーナー 陸上

８ ２月１日（月） 山田　晃広　氏 元スペインリーグ、Ｊリーグ、なでし
こリーグトレーナー サッカー
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の
で
口
コ
ミ
だ
け
で
や
っ
て
い
け
て

い
ま
す
。

　

治
療
院
を
続
け
て
い
く
に
は
一
つ

の
武
器
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
た

く
さ
ん
の
武
器
を
持
っ
て
い
る
方
が

強
み
が
増
し
ま
す
。
私
の
国
家
資
格

は
鍼
灸
按
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
だ
け
で

す
が
、
そ
の
他
に
骨
盤
矯
正
法
に
ス

ポ
ー
ツ
テ
ー
ピ
ン
グ
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
指
導
法
な
ど
卒
業
し
て
か
ら
勉
強

を
し
ま
し
た
。
今
で
も
、
新
し
い
武

器
を
持
つ
た
め
常
日
頃
か
ら
勉
強
を

し
て
い
ま
す
。
一
つ
の
武
器
で
勝
負

す
る
の
も
良
い
で
す
が
た
く
さ
ん
の

武
器
を
持
つ
の
も
治
療
院
を
長
く

続
け
て
い
く
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

今
、小
学
三
年
生
の
娘
が
い
ま
す
が
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
に
興
味
が
あ
る
た

め
、
今
か
ら
オ
イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

教
え
て
い
ま
す
。
最
強
の
武
器
を
持

た
せ
る
た
め
に
。

学
生
さ
ん
も
急
に
動
き
始
め
た
こ
と

に
よ
り
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
戻
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
常
日
頃
か
ら
学
生
さ
ん
の

体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
力
を
入
れ
て

お
り
、
市
内
の
全
て
の
小
学
校
、
中

学
校
の
養
護
教
員
や
体
育
教
員
の

方
々
に
子
ど
も
の
体
の
け
が
の
予
防

や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法
な
ど
を
講
習

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
学
校

で
痛
め
た
場
合
、
先
生
の
方
か
ら
紹

介
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
学
生
さ
ん
を
治
療
す

る
こ
と
に
よ
り
、
必
ず
保
護
者
の
方

が
付
き
添
わ
れ
て
く
る
の
で
、
そ
こ

で
保
護
者
の
方
も
興
味
を
持
た
れ
、

患
者
さ
ん
に
な
っ
て
く
れ
る
と
い
う

流
れ
が
で
き
て
い
ま
す
。で
す
の
で
、

開
業
当
時
は
患
者
さ
ん
の
九
割
は

四
十
代
以
上
で
し
た
が
、
今
で
は
半

数
が
十
代
の
学
生
さ
ん
な
ん
で
す
。

特
に
Ｈ
Ｐ
や
広
告
な
ど
の
宣
伝
な
ど

は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
田
舎
な

り
、
体
の
調
子
が
悪
く
な
ら
い
の
で

治
療
に
く
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
の

で
す
。
一
気
に
患
者
さ
ん
が
半
数
に

な
り
途
方
に
暮
れ
る
日
々
で
し
た
。

一
般
の
患
者
さ
ん
も
治
療
院
が
三
密

に
あ
た
る
と
認
識
さ
れ
る
方
は
来
院

を
控
え
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、
常

連
さ
ん
は
、
信
頼
を
し
て
く
だ
さ
り

来
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
と
て
も
助

か
り
ま
し
た
。

　

治
療
院
で
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
、
換
気
や
消
毒
な
ど
は
当
然
の
対

策
で
す
が
、
少
し
で
も
患
者
さ
ん
に

安
心
し
て
も
ら
お
う
と
、
二
十
年
間

畳
に
こ
だ
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
床

を
マ
ッ
ト
に
変
え
て
、
ア
ル
コ
ー
ル

で
拭
き
や
す
く
し
ま
し
た
。

　

約
三
カ
月
間
は
、
厳
し
い
状
況
で

し
た
が
、緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
は
、

　

私
は
、
東
京
医
療
専
門
学
校
を
卒

業
し
て
か
ら
、
三
年
間
は
東
京
で
働

き
、
そ
の
後
地
元
で
あ
る
愛
媛
県
に

帰
郷
し
開
業
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
で
二
十
周
年
を
迎
え
楽
し
く

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
り
危
機
的
状
況
に
立
た

さ
れ
ま
し
た
。
愛
媛
県
の
初
コ
ロ
ナ

感
染
者
が
近
隣
の
市
で
出
た
こ
と
に

よ
り
、
学
校
や
会
社
な
ど
の
活
動
が

抑
え
ら
れ
、
皆
が
外
出
を
控
え
始
め

た
の
で
す
。
私
の
治
療
院
は
、
患
者

さ
ん
の
半
数
は
十
代
の
学
生
さ
ん
で

す
。
そ
の
学
生
さ
ん
の
部
活
動
や
習

い
事
が
一
切
で
き
な
い
こ
と
に
よ

先
生
が
処
置
室
に
来
て
、
魂
の
整
復

を
魅
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
一
番

の
思
い
出
で
す
。
と
に
か
く
か
っ
こ

よ
か
っ
た
。自
分
も
そ
う
な
り
た
い
、

そ
の
一
心
で
研
修
に
励
ん
で
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
野
島
先

生
は
三
年
前
に
他
界
さ
れ
ま
し
た
。

悲
し
み
に
暮
れ
な
が
ら
も
日
常
診
療

を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
自
分
の
気

持
ち
を
保
つ
の
が
や
っ
と
で
し
た
。

い
つ
し
か
一
心
不
乱
に
追
い
か
け
て

き
た
気
持
ち
が
保
て
な
く
な
り
、
先

生
の
偉
大
さ
だ
け
が
残
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
自
分
を
も
う
一
度
磨
か

な
け
れ
ば
と
思
い
、
一
念
発
起
し
て

開
業
に
至
っ
た
次
第
で
す
。

　

野
島
先
生
は
、
た
く
さ
ん
の
教
え

を
残
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
開
業

時
に
大
切
に
し
よ
う
と
思
っ
た
こ
と

は
、「
患
者
の
主
訴
に
向
き
合
え
」

と
「
他
覚
的
所
見
を
大
事
に
し
ろ
」

の
二
つ
の
教
え
で
す
。
一
つ
は
、
患

者
さ
ん
が
最
も
困
っ
て
い
る
こ
と
を

改
善
す
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
。

二
つ
目
に
、
診
察
に
お
い
て
関
節
角

度
を
目
視
で
な
く
、
角
度
計
を
用
い

て
計
測
す
る
、
大
腿
部
の
周
径
を
計

測
す
る
な
ど
、
身
体
計
測
を
す
る
こ

と
で
す
。
一
つ
一
つ
の
デ
ー
タ
を
積

カ
月
目
の
新
米
院
長
で
す
。

　

私
が
こ
の
年
ま
で
開
業
に
至
ら
な

か
っ
た
の
は
、
研
修
時
代
の
院
長
先

生
（
野
島
整
骨
院　

野
島
幸
先
生
）

が
大
好
き
で
、
骨
を
埋
め
る
覚
悟
で

研
修
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
本
当
に

大
好
き
で
、
今
で
も
そ
の
気
持
ち
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
肩
関
節
脱
臼
骨
折

が
整
復
で
き
な
か
っ
た
時
に
、
野
島

十
六
年
に
東
京
医
療
専
門
学
校
柔
道

整
復
科
を
卒
業
し
ま
し
た
。
十
八
年

間
の
下
積
み
修
行
を
終
え
、
令
和
二

年
七
月
一
日
か
ら
東
京
都
清
瀬
市

で
開
業
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
で

四
十
二
歳
に
な
り
ま
す
が
、
開
業
二

　

呉
竹
学
園
関
係
者
の
皆
様
、
は
じ

め
ま
し
て
深
澤
で
す
。
私
は
、
平
成

　

二
〇
一
八
年
度
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
よ
り
外
部
臨
床

実
習
の
実
施
が
認
め
ら
れ
、
呉
竹
学
園
で
は
率
先
し

て
外
部
臨
床
実
習
の
実
施
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
柔
道
整
復
科
で
は
整
形
外
科
、
治
療
院
、
介

護
施
設
、
ス
ポ
ー

ツ
現
場
、
そ
の
他

企
業
様
の
ご
協
力

を
賜
り
、
一
年
生

か
ら
三
年
生
ま
で
の
全
学
年
で
外
部
実
習
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
一
〜
二
年
生
は
見
学
実
習
と
し
て
、

現
場
に
て
職
業
理
解
、多
職
種
連
携
の
実
態
を
学
び
、

三
年
生
は
実
習
施
設
で
の
二
週
間
の
現
場
実
習
を
行

い
ま
す
。（
初
の
三
年
生
実
習
と
な
っ
た
令
和
二
年

四
月
の
実
習
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
を
鑑
み
中
止
）
指
導
者
と
し
て
活
動
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
卒
業
生
の
先
生
方
に
つ
き

ま
し
て
は
、
深
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

外
部
臨
床
実
習

（
指
導
者
・
受
け
入

れ
施
設
）
に
つ
い
て
ご
興
味
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

下
記
ア
ド
レ
ス
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

臨
床
実
習
担
当
（
柔
道
整
復
科
）　tokyoiryo.

jusei-rinchi@
kuretake.ac.jp

み
上
げ
て
初

め
て
治
療
の

組
み
立
て
が

で
き
る
と
い

う
の
が
先
生

の
教
え
で
し

た
。
ま
ず

は
、
こ
れ
を

継
続
し
、
院

長
先
生
の
お

言
葉
の
真
意

に
迫
り
た
い

と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の

先
に
自
分
の

夢
に
描
い
た

「
外
傷
の
保

存
療
法
」
が

あ
る
と
信

じ
、
患
者
一

人
一
人
と
の

出
会
い
を
大

切
に
し
た
い

と
思
い
ま

す
。

「
夢
に
向
か
っ
て
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
」

「
コ
ロ
ナ
禍
の
生
活
や
、

治
療
院
経
営
の
工
夫
」

卒業生の
こ と ば
①

平
成
16
年　

柔
道
整
復
科
卒
業

ふ
か
さ
わ
接
骨
院
　
深
澤　

晃
盛

卒業生の
こ と ば
②

平
成
８
年
度　

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
卒
業

濱
田
鍼
灸
按
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
治
療
院
　
濱
田　

公
正

故　野島幸先生

外
部
臨
床
実
習
に
つ
い
て
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「
今
こ
そ
業
界
全
体
の

一
致
団
結
を
！
」

卒業生の
こ と ば
③

18
期
　
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
員
養
成
科
卒
業

馬
場
回
生
堂
鍼
灸
療
院
　
副
院
長
　
馬
場
　
道
啓

卒業生の
こ と ば
④

22
期
　
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
員
養
成
科
卒
業

北
海
道
鍼
灸
専
門
学
校
　
副
校
長
　
二
本
松
　
明

　

私
は
現
在
福
岡
市
で
祖
父
の
代
か

ら
続
く
馬
場
回
生
堂
鍼
灸
療
院
で
毎

日
鍼
療
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
は
か
な
り
あ
り
ま
し
た
。
三

月
ま
で
は
若
干
来
院
者
数
が
減
っ
た

か
な
と
思
う
く
ら
い
で
し
た
が
、
四

　

北
海
道
鍼
灸
専
門
学
校
で
教
員
を

し
て
お
り
ま
す
二
本
松
明
と
申
し
ま

す
。

　

こ
の
た
び
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
皆
様
少
な
か
ら

ず
受
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま

す
。
同
窓
生
の
皆
様
も
大
変
な
思
い

を
さ
れ
な
が
ら
治
療
や
教
育
を
さ
れ

て
い
る
も
の
と
お
察
し
い
た
し
ま

す
。
私
が
所
属
す
る
北
海
道
鍼
灸
専

門
学
校
で
は
、
現
在
（
二
〇
二
〇
年

八
月
七
日
現
在
）
ま
で
に
本
校
の
学

月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
て
か

ら
は
高
齢
者
を
中
心
に
公
共
交
通
機

関
を
使
っ
て
の
来
院
を
皆
さ
ん
が
控

え
る
よ
う
に
な
り
、
大
幅
に
来
院
者

数
が
減
少
し
ま
し
た
。

　

当
院
で
の
対
策
と
し
て
は
、
術
者

の
マ
ス
ク
着
用
や
元
来
の
衛
生
管
理

に
加
え
、
患
者
の
動
線
を
確
認
し
触

れ
る
場
所
へ
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の

徹
底
、
待
合
室
が
密
に
な
ら
な
い
よ

う
に
な
る
べ
く
早
め
に
治
療
室
へ
の

案
内
し
（
当
院
は
予
約
制
で
は
な
い

の
で
混
み
合
う
時
間
帯
は
待
合
室
が

密
に
な
り
や
す
い
）、七
台
あ
る
ベ
ッ

ド
の
間
隔
を
広
げ
約
四
台
の
ベ
ッ
ド

で
施
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
来
院
し
て
い
た
だ
い
た
患
者
さ
ん

か
ら
は
「
こ
の
治
療
院
な
ら
と
安
心

し
て
い
ま
す
」「
今
こ
そ
体
調
管
理

を
し
て
免
疫
力
を
高
め
て
ほ
し
い
」

な
ど
の
あ
り
が
た
い
声
を
た
く
さ
ん

い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
日
も
休
ま
ず

や
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
瞬

間
で
す
。

　

そ
し
て
今
回
強
く
思
っ
た
の
が
、

鍼
灸
師
会
を
は
じ
め
と
す
る
業
団
の

役
割
の
大
き
さ
で
し
た
。
こ
の
よ
う

な
困
難
の
中
、
個
人
で
は
な
か
な
か

情
報
収
集
や
衛
生
物
資
の
確
保
な
ど

難
し
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
私

の
住
ん
で
い
る
福
岡
県
で
は（
公
社
）

福
岡
県
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
が
中

心
と
な
り
、
様
々
な
給
付
金
の
申
請

の
仕
方
、
マ
ス
ク
や
消
毒
液
な
ど
の

配
布
な
ど
を
Ｈ
Ｐ
や
会
報
の
号
外
を

発
行
し
て
全
会
員
に
向
け
て
情
報
を

発
信
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会

長
は
じ
め
役
員
は
地
元
の
県
議
会
議

員
や
市
議
会
議
員
へ
陳
情
に
行
き
、

県
内
の
各
市
町
村
で
は
実
際
に
給
付

金
等
を
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
大
活

躍
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
鍼
灸
師
会
の
企
画
す
る
行

事
は
ほ
ぼ
中
止
や
延
期
と
な
り
、
活

動
自
体
は
自
粛
ば
か
り
で
す
が
、
こ

の
よ
う
な
非
常
時
だ
か
ら
こ
そ
鍼
灸

師
会
の
あ
り
方
が
は
っ
き
り
と
見
え

た
気
も
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
更
に
全

鍼
灸
師
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
が
力
を
合
わ

せ
て
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
、
更

な
る
業
界
の
発
展
に
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

生
・
教
職
員
に
は
感
染
者
は
出
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
遠
隔
授
業
を
取
り
入

れ
る
こ
と
や
学
事
（
学
校
行
事
）
の

中
止
、
校
舎
の
改
築
や
消
毒
設
備
の

充
実
な
ど
の
対
応
を
し
て
お
り
ま

す
。
北
海
道
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
者
の
増
加
（
第
一

波
？
）
が
他
の
都
府
県
に
比
べ
比
較

的
早
期
（
二
月
末
）
に
起
こ
っ
た
た

め
、
対
応
も
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
な
い

状
態
で
ス
タ
ー
ト
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
し
た
。

　

四
月
十
五
日
か
ら
五
月
三
十
一
日

ま
で
遠
隔
授
業
を
行
い
、
六
月
一
日

か
ら
現
在
ま
で
対
面
式
の
授
業
を

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
際
に
感

じ
た
こ
と
は
学
生
の
適
応
力
、
柔
軟

性
の
高
さ
で
す
。
遠
隔
授
業
（
オ
ン

デ
マ
ン
ド
式
）
の
授
業
で
の
学
習
時

に
感
じ
た
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
適
応
力
、

登
校
が
可
能
に
な
っ
て
か
ら
の
手
洗

い
や
体
温
測
定
、
授
業
後
の
使
用
箇

所
の
消
毒
作
業
な
ど
へ
の
柔
軟
性
の

高
さ
を
感
じ
ま
す
。
逆
に
私
の
よ
う

な
中
堅
の
教
員
と
し
て
は
、
遠
隔
授

業
で
は
気
持
ち
が
の
っ
て
こ
な
い

（
聴
講
者
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
分
か

ら
な
い
た
め
）
の
で
対
面
式
の
授
業

が
い
い
と
思
っ
て
し
ま
う
状
況
で
あ

り
、
適
応
し
て
い
な
い
と
反
省
し
て

お
り
ま
す
。

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
世
界
で
は
、

は
り
き
ゅ
う
を
含
む
医
学
教
育
も
大

き
く
変
わ
っ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま

す
。
５
Ｇ
、
６
Ｇ
（
次
世
代
移
動
通

信
シ
ス
テ
ム
）の
研
究
開
発
が
進
み
、

こ
れ
か
ら
は
触
っ
た
も
の
質
感
の
共

有
も
可
能
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
従
来
の
遠
隔
教
育

で
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
た
実
習
科

目
を
遠
隔
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
未

来
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
座
学
教
育

で
は
、
分
り
や
す
い
授
業
を
行
う
教

員
が
授
業
動
画
を
作
成
（
も
し
く
は

授
業
を
ラ
イ
ブ
配
信
）
し
、
そ
れ
を

各
学
校
が
利
用
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム

が
つ
く
ら
れ
て
い
く
の
か
と
想
像
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
た
上
で
さ
ら
に
各
学
校
の

色
（
良
さ
）、
各
教
員
の
色
を
示
す

こ
と
が
こ
れ
か
ら
必
要
に
な
っ
て
い

く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
内
容
は
以
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
た

も
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か

け
に
爆
発
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
伸
展
し

て
い
る
た
め
、
鍼
灸
学
校
の
教
員
も

そ
の
動
向
を
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら

い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
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学校法人呉竹学園
� 創立100周年記念事業募金

　学校法人呉竹学園創立100周年記念事業募
金も皆様のご協力をもちまして多くの卒業生
の方より賛同を得ることができました。この
場をもちまして厚く御礼を申し上げます。
　呉竹会会員の皆様方には更なるご理解とご
協力を賜れればと思い、今年度の春号に振込
用紙をお送りしております。
　「100周年記念事業募金」に関するお問い合
わせがございましたら、下記の「法人事務局
　寄付金募集係」までお問い合わせください。
　呉竹会会員の皆様方のご理解・ご協力を賜
れますよう重ねてお願い申し上げます。

〔お問い合せ先〕	学校法人呉竹学園　法人事務局　寄付金募集係
	 〒160-0004　東京都新宿区四谷2-9-5
	 TEL：03-5362-3776

　多くの呉竹会会員の皆様方のご協
力により、事務局で保管されていな
かった「くれたけだより」創刊号〜
20号をそろえることができました。
厚くお礼申し上げます。
　創立100周年記念事業の一環とし
てデジタル化に向け作業を進めてお
ります。
　貴重な歴史を記録として残し、皆
様方に少しでも還元できることをた
いへん喜ばしく思います。
　準備が整いましたら、改めて皆様
方にお知らせしますので、今しばら
くお待ちいただきたいと思います。
（東京医療専門学校
� 呉竹会　事務局）

ご
協
力
あ
り
が
と
う

�

ご
ざ
い
ま
し
た
!!

100周年記念事業　呉竹会　歴史資料編纂
「くれたけだより」創刊号〜20号を探して
います!!

　図書室では、これまでに寄贈された雑誌や購入してきた雑誌（学会
誌）を製本する作業を進めています。
　もう少しで、創刊号から全号がそろうものや、通巻で抜けがなくそ
ろう雑誌（学会誌）があります。下記に記載されている雑誌（学会誌）
の欠号がお手元にあって、寄贈が可能でしたら、是非、ご協力お願い
いたします。雑誌（学会誌）の不足している号は以下の通りです。

くれたけ誌
２号と３号【くれたけだよりではありません。年
に１回発刊された冊子です】

伝統鍼灸
34 号・36 号・37 号・38 号・39 号・40 号・42 号・
43 号・45 号・46 号・92 号・93 号・94 号

経絡治療 171 号

中医臨床 12 号・13 号・14 号・24 号

月刊　東洋医学
（自然社／緑書房）

１号・２号・３号・４号・５号・６号・７号・８号・
９号・12 号・13 号・14 号・24 号・33 号・34 号・
35 号・36 号・37 号・38 号・39 号・40 号・41 号・
42 号

　医道の日本社出版の雑誌『医道の日本』は本年７月をもって休刊に
なりました。
　図書室では、製本して保管していますが、学生の要望が多いため、
雑誌ですが１冊づつ登録をして貸出しを行っています。下記に記載さ
れている欠号がお手元にあって、寄贈が可能でしたら、是非、ご協力

お願いいたします。『医道の日本』の貸出し登録用で不足している号
は以下の通りです。

医道の日本 2013 年 ４月号

医道の日本 2011 年 １月号

医道の日本 2007 年
１月号・２月号・３月号・５月号・６月号・
７月号・８月号・12 月号

医道の日本 2006 年
１月号・４月号・５月号・６月号・７月号・
８月号・９月号・10 月号・11 月号

医道の日本 2005 年 １月号〜 12 月号

医道の日本 2004 年 １月号〜 12 月号

医道の日本 2003 年 １月号〜 12 月号【３月号を除く】

医道の日本 2002 年
１月号・２月号・４月号・５月号・６月号・
８月号・９月号・11 月号・12 月号

医道の日本 2001 年
１月号・４月号・５月号・６月号・７月号・
８月号・９月号・10 月号・11 月号・12 月号

医道の日本 2000 年 ４月号・12 月号

医道の日本 1999 年
１月号・２月号・３月号・４月号・５月号・
11 月号

医道の日本 1993 年 １月号〜 12 月号

医道の日本 1992 年 １月号〜 12 月号【11 月号を除く】

医道の日本 1991 年 ５月号・８月号・９月号・10 月号・12 月号

医道の日本 1990 年 １月号・４月号・９月号・12 月号

探しています！ご協力お願いします！

四 谷 図 書 室 か ら お 願 い
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2021 年度　入試スケジュール

■校友会推薦制度
　呉竹学園（東京医療専門学校・呉竹鍼灸柔整専門学校・呉竹医療専門学校）の卒業生（校友会会員）より推薦され、
本校の鍼灸マッサージ科・鍼灸科・柔道整復科のいずれかに入学した方を対象として、学業・学術研究を奨励し、優秀
かつ社会・校友会に貢献する人物を輩出することを目的として、入学金の一部（10 万円）を入学後に付与する制度です。
なお、姉妹校に入学を希望される方は、各校入試事務局までお問い合せください。

■夜間特修コース授業料奨学制度
　本校の鍼灸科夜間特修コースまたは柔道整復科夜間特修コースに入学され、本制度の対象者として本校が認定した方
には、１年次前期授業料（入学手続時に納付）から卒業年次後期授業料にわたり授業料を減免します。詳細は募集要項
またはホームページをご覧ください。
【例】はり師・きゅう師を保有している方が、柔道整復科夜間特修コースに入学／柔道整復師を保有している方が、鍼
灸科夜間特修コースに入学→ともに半期分授業料を在学中にわたり 20 万円減免（３年間で合計 120 万円減免）します。

■□専門実践教育訓練給付金制度
　本校の鍼灸マッサージ科Ⅰ部、鍼灸科Ⅰ部、鍼灸科夜間特修コース、柔道整復科夜間特修コースおよび鍼灸マッサー
ジ教員養成科は、教育訓練給付制度（専門実践教育訓練給付）の支給対象となる講座の指定を受けています（2021 年
４月入学生）。本制度の支給要件および詳細に関するお問い合わせは、入学者本人の住所を管轄するハローワークまで
お問い合わせください。

■大学併修制度
　本校に在籍しながら提携する人間総合科学大学（人間科学部心身健康科学科）にも籍を置き、本校（通学・３年間）
および大学（通信制・４年間）での取得単位を相互に活用することにより「専門士」と「学士（大学卒）」の学位取得
を目指す制度です。本制度の適用には、本校入学後に大学課程の出願を行う必要があります。本制度の利用を希望され
る方は、ご入学後に本校入試事務局までお申し出ください。

■□Web 出願
　本校では、入試の出願をインターネット出願サイトにて受付しております（Web 出願）。インターネット出願サイト
は、本校ホームページ「入試日程」よりご覧ください。
https://www.kuretake.ac.jp/t_therapeutic/exam/schedule

　　鍼灸マッサージ科・鍼灸科・柔道整復科

　　鍼灸マッサージ教員養成科

　　学内進学奨学制度

　　卒業生奨学制度

区分
社会人入試 一般入試

３次 １次 ２次 ３次

入試日 10月 11日（日） 11月８日（日） 12月 13日（日） １月24日（日）

※�一般入試３次終了後、定員に達していない学科について入学試験を随時行います（随時入試）。随時入試の募集学科につ
いては、本校ホームページにて随時公表します。随時入試の受験を希望する方は、本校入試事務局（TEL：03-3341-4043）
までお問い合わせください。

※�２次募集終了後、定員に達していない学科について入学試験を随時行います（随時募集）。随時募集の募集学科については、
本校ホームページにて随時公表します。随時募集の受験を希望する方は、本校入試事務局（TEL：03-3341-4043）までお
問い合わせください。

　本校に在籍する成績・学業態度ともに優秀な学生が、進級時または卒業時に本校の他学科へ進学することを支援するため、
下表のとおり入学金および授業料を減免する制度です。姉妹校（呉竹鍼灸柔整専門学校・呉竹医療専門学校）の他学科に進学
する際にも減免がありますので、詳しくは入試事務局までお問い合わせください。なお、本制度の授業料減免は、年次ごとに
在学中１回のみの適用とします。また、本制度は夜間特修コース授業料奨学制度を除く他の奨学制度との併用はできません。

　本校の卒業生が本校の他学科に入学する場合に、下表のとおり入学金および授業料を減免する制度です。なお、本制度は、
夜間特修コース授業料奨学制度を除く他の奨学制度との併用はできません。

区分 １次募集 ２次募集

入試日 10月 11日（日） 12月 13日（日）

学科名
入学金
30万円

１年次授業料 ２年次授業料 ３年次授業料 卒業までの
学費

減免額
前期 後期 前期 後期 前期 後期

鍼灸マッサージ科Ⅰ部 免除 73万円 73万円 73万円 73万円 73万円 73万円 498万円 ▲ 30万円

鍼灸科Ⅰ部 免除 55万円 免除 55万円 55万円 55万円 55万円 335万円 ▲ 85万円

鍼灸科夜間特修コース 免除 55万円 免除 55万円 55万円 55万円 免除 280万円 ▲ 140万円

〃　授業料奨学制度Ａ適用時 免除 45万円 免除 45万円 45万円 45万円 免除 240万円 ▲ 120万円

〃　授業料奨学制度Ｂ適用時 免除 35万円 免除 35万円 35万円 35万円 免除 200万円 ▲ 100万円

柔道整復科Ⅰ部 免除 55万円 免除 55万円 55万円 55万円 55万円 311万円 ▲ 85万円

柔道整復科夜間特修コース 免除 55万円 免除 55万円 55万円 55万円 免除 256万円 ▲ 140万円

〃　授業料奨学制度Ａ適用時 免除 45万円 免除 45万円 45万円 45万円 免除 216万円 ▲ 120万円

〃　授業料奨学制度Ｂ適用時 免除 35万円 免除 35万円 35万円 35万円 免除 176万円 ▲ 100万円

鍼灸マッサージ教員養成科 免除 65万円 65万円 65万円 65万円 − − 274万円 ▲ 30万円

※卒業までの学費には、施設費および実習費が含まれています。

卒業した学科 入学する学科 入学金 授業料

鍼灸マッサージ科
鍼灸科

鍼灸マッサージ教員養成科 免除 −

柔道整復科Ⅰ部 免除 −

柔道整復科夜間特修コース 免除 １年次後期授業料免除

柔道整復科

鍼灸マッサージ科Ⅰ部 免除 −

鍼灸科Ⅰ部 免除 −

鍼灸科夜間特修コース 免除 １年次後期授業料免除

鍼灸マッサージ教員養成科 免除 −

鍼灸マッサージ教員養成科
柔道整復科Ⅰ部 免除 −

柔道整復科夜間特修コース 免除 １年次後期授業料免除

　　　　　　　　　　　※姉妹校（呉竹鍼灸柔整専門学校・呉竹医療専門学校）の卒業生が本校に入学する場合
　　　　　　　　　　　　鍼灸マッサージ教員養成科：入学金免除／その他の学科：入学金半額免除
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2020 年維持会費の納入にご協力をお願いします

維持会費とは
　呉竹会では、会報発行や、各種呉竹会行事の運営など、様々な活動をご支
援いただくため、維持会費の納入を「くれたけだより」秋号に振込用紙を入
れ、皆様方にお願いしております。
　維持会費は主に、学校と卒業生を繋ぐ「くれたけだより」の発行に大きな
役割を果たしております。また、現役在校生が 10 月に開催する「呉竹祭」
を支える役割も果たしております。
　これからの東京医療専門学校・呉竹会発展のためにも、ご協力の程宜しく
お願い申し上げます。

維持会費振込先
　一口 1,000 円以上での納入をお願いしております。
　「くれたけだより」をお送りしている宛名の用紙が振込用紙になっていま
す。

その他の方法で納入される場合
　みずほ銀行　四谷支店　普通預金口座
　　口座番号：1462711　口座名義：呉竹会
※振込人入力例：
　�登録番号［123456（H-1234）宛名に印字されています）＋クレタケ　タロウ
　必ず登録番号とお名前（カタカナ）を付けてお振り込みください。

　「登録番号」の記入がないため、お振込人が判明できない場合がございま
すのでご注意ください。

〒160-0008 
東京都新宿区四谷三栄町16-12

東京医療専門学校内
電話 03-3341-4043
FAX 03-3358-3976

ホームページ
https://www.kuretake.ac.jp/

発 行 所

呉 竹 会東京医療
専門学校

求人検索システム
「Career Map」のお知らせ

　この度求人検索システムをリニューアルし、専門職の就活プラットフォーム「Career�Map」を導入し
ております。
　卒業生・在校生の方はスマートフォンやタブレット、パソコンで求人票を検索・閲覧することができ
ます。呉竹学園専用の求人を掲載・閲覧することができますので、ぜひご活用ください。

　在校生の学校生活はもちろん、教職員・卒業生の
コト、イベント情報（ゼミや勉強会）学校周辺ネタ、
業界最新情報などなど、日々更新中です！
　タメになること、楽しい情報を発信していますの
で、ぜひフォロー＆「いいね！」
　お願いします！ こんな情報あったらいいな、とい
うご意見も大歓迎です☆彡

登録は上記 QR コードからアクセスしてください。

東京医療専門学校の公式 SNSは
ご存知ですか？

・履歴書の作成が可能
・WEB 上で求人に直接応募できてスピーディー
・個人プロフィールを公開することで企業・治療院からオファーを受けることが可能
・卒業生の「職場レポート」を閲覧できる便利

なポ
イン
ト

東京医療専門学校＊公式SNS
フォロー＆「いいね！」お願いします！

●YouTube
「呉竹学園チャンネル」 ●LINE ●Twitter ●Facebook ●Instagram

こちらから

フォローし
てね！
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